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京都大学総合博物館 ─紙と絹の文化を支える

日本の表装

平
成
28
年
12
月
17
日（
土
）〜

平
成
29
年
2
月
19
日（
日
）

※

会
期
中
、展
示
替
え
が
あ
り
ま
す

開
館
時
間
＝
10
時
〜
19
時
30
分（
入
場
は
19
時
ま
で
）

休
館
日
＝
月
曜
日（※

祝
日
の
場
合
は
開
館
、翌
日
休
館
）

　
　
　
　
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
1
月
3
日
）

会
場
＝
2
階
総
合
展
示
室  

京
の
至
宝
と
文
化
ゾ
ーン

入
館
料
＝
一
般
5
0
0
円（
4
0
0
円
）

大
学
生
4
0
0
円（
3
2
0
円
）

高
校
生
以
下
無
料  ※

（ 

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

京
都
文
化
博
物
館

〒
6
0
4-

8
1
8
3
 
京
都
市
中
京
区
三
条
高
倉
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L
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0
7
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2
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0
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8
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U
R
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w
w.bunpaku.or.jp

平成29年1月11日（水）～
2月12日（日）

開館時間＝9：30～16：30（入館は16：00まで）
休館日＝毎週月曜日・火曜日（平日・祝日にかかわらず）
会場＝本館2階 第1企画展示室
入館料＝一般400円（300円） 高校・大学生300円（200円）
　　　　小・中学生200円（100円） ※（ ）内は20名以上の団体料金
※障害者手帳をお持ちの方とその付き添いの方１人、70歳以上の方、京都大学学生・
教職員、京都府下の大学在籍の学生は無料（要証明証）

京都大学総合博物館
〒606-8501  京都市左京区吉田本町
TEL. 075-753-3272　FAX. 075-753-3277
URL. http://www.museum.kyoto-u.ac.jp
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S  O  U  K  O  U 京
都
文
化
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物
館

掛
軸
の
歴
史
と
装
い

京都大学総合博物館

紙と絹の文化を支える

土曜連続講演会 ［申込不要、先着順］
１月14日　岡興造（岡墨光堂会長）  「表具師から装潢師へ」　
１月21日　根立研介（京都大学大学院文学研究科教授） 
　　　　 「日本の文化財の修理をめぐって─彫刻の修理の場合─」
1月28日　湯山賢一（奈良国立博物館長）  「古文書修理の歴史と理念」
2月 4 日　横内裕人（京都府立大学文学部准教授）  「前近代における書跡・古文書修理の諸相」
2月11日　平川佳世（京都大学大学院文学研究科准教授）  「近世ヨーロッパ美術と修復」
　　　　 増記隆介（神戸大学大学院人文学研究科准教授）  「平安時代の仏画制作とその修理」
毎週土曜日 14：00～15：30、 ただし2月11日のみ13：00～15：30
場所：京都大学総合博物館講演室

子ども博物館  忍者の巻物を作ろう！［申込不要］
毎週土曜日 10：00～16：00
場所：京都大学総合博物館ロビー
京都大学のお兄さんお姉さんと一緒に、 忍者の巻物を作ってみよう。
※いずれも参加無料 （ただし、博物館への入館料は必要）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム  

表
装
と
日
本
文
化 

﹇
要
事
前
申
込
﹈

パ
ネ
リ
ス
ト
：
板
倉
聖
哲（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）、岩
﨑
奈
緒
子（
京
都

大
学
総
合
博
物
館
）、門
脇
む
つ
み（
美
術
史
家
）、高
田
智
仁（
大
東
文
化
大
学
人
文

科
学
研
究
所
）、谷
口
耕
生（
奈
良
国
立
博
物
館
）、中
野
慎
之（
京
都
府
教
育
庁
指
導
部

文
化
財
保
護
課
）、森
道
彦（
京
都
文
化
博
物
館
）  ※

五
十
音
順 

12
月
18
日（
日
） 10
時
20
分
〜
17
時  

定
員
：
2
0
0
名 ﹇
先
着
順
﹈

場
所
：
京
都
文
化
博
物
館
別
館
ホ
ー
ル

子
ど
も
教
室  

ミ
ニ
掛
軸
を
作
ろ
う
！ 

﹇
要
事
前
申
込
﹈

1
月
29
日（
日
） 

10
時
30
分
〜
12
時
30
分

対
象
：
小
学
1
〜
6
年
生  

定
員
：
15
名 

﹇
先
着
順
﹈

場
所
：
2
階
総
合
展
示
室  

作
業
室

掛
け
軸
っ
て
ど
ん
な
も
の
？ 

学
芸
員
さ
ん
と
一
緒
に
展
覧
会
を
見
て
、

聞
い
て
、学
ぼ
う
。紙
で
自
分
だ
け
の
掛
け
軸
を
作
っ
て
み
よ
う
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
﹇
申
込
不
要
﹈

12
月
22
日（
木
） 

18
時
〜
／
1
月
29
日（
日
） 

14
時
〜
／

2
月
12
日（
日
） 

14
時
〜　

※

各
日
30
分
程
度

場
所
：
2
階
総
合
展
示
室
内

※

い
ず
れ
も
参
加
無
料（
た
だ
し
、展
覧
会
入
場
券〈
半
券
可
〉は
必
要
）

※

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
子
ど
も
教
室
は
事
前
申
込
、先
着
順
。京
都
文
化
博
物
館「
総
合
展
示

イ
ベン
ト
申
込
フォ
ー
ム
」か
ら
申
込
。 

参
加
者
１
名
ご
と
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

w
w
w.bunpaku.or.jp/exhi_sogo/form

/

鴨
川

川
端
通

京
阪
電
車

出町柳駅

［交通案内］
●京阪電車「出町柳」駅下車、徒歩約15分
●京都市バス「百万遍」停留所で下車、徒歩2分
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

今出川通 百万遍

京都大学
総合博物館

東一条通

東
大
路
通

京都大学総合博物館

鴨
川

地
下
鉄
烏
丸
線

京
阪
電
車

［交通案内］
●地下鉄「烏丸御池駅」下車、5番出口から三条通を東へ徒歩約3分
●阪急「烏丸駅」下車、16番出口から高倉通を北へ徒歩約7分
●京阪「三条駅」下車、6番出口から三条通を西へ徒歩約15分
●JR・近鉄「京都駅」から地下鉄へ
●市バス「堺町御池」下車、徒歩約2分

地下鉄
烏丸御池

地下鉄
四条

京都駅

京阪三条

地下鉄
三条京阪

地下鉄東西線

祇園四条

京都文化博物館

JR線

四条通

三条通

河
原
町
通

烏
丸
通

高
倉
通

京都文化博物館

阪急電車
阪急
烏丸

阪急
河原町

御池通

古
来
、日
本
で
は
多
く
の
絵
画
や
書
跡
が
、掛
軸
と
い
う
独
特
の
形
で

伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

紙
や
絹
な
ど
、薄
く
脆
い
素
材
で
作
ら
れ
た
品
々
を

鑑
賞
し
保
存
す
る
に
あ
た
っ
て
、掛
軸
は
非
常
に
便
利
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
掛
軸
の
装
い
は
、書
画
の
印
象
を
決
め
る
非
常
に
重
要
な
要
素
で
す
。

そ
れ
は
高
い
美
意
識
と
技
術
力
に
支
え
ら
れ
た
総
合
芸
術
で
あ
り
、

日
本
文
化
の
極
め
て
魅
力
的
な
部
分
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

本
会
場
で
は
、古
く
か
ら
日
本
の
社
会
に
根
付
い
て
き
た
掛
軸
と

表
装
文
化
の
あ
り
様
を
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
に
は
、絵
画
や
書
と
一
体
と
な
っ
て
、作
品
を
引
き
立
て
、

か
つ
、保
存
に
役
立
つ
表
装
の
文
化
が
あ
り
ま
す
。

紙
や
絹
を
用
い
た
作
品
を
、表
装
に
よ
り
大
切
に
守
り
美
し
く
彩
る
営
み
は
、

日
本
に
お
い
て
も
古
代
に
始
ま
り
、現
在
に
い
た
る
ま
で
、独
自
の
美
と
技
術
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、そ
の
美
し
さ
と
歩
み
を
た
ど
り
、

表
装
の
技
術
と
、技
術
の
進
歩
を
支
え
た
修
理
を
め
ぐ
る
思
想
の
到
達
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

絵画や書、古文書など、
紙や絹を用いた歴史的遺産を未来に伝えるための修理の技術は、
この40年程の間に格段の進歩を遂げました。
なぜ残すのか。 どのように残すのか。
文化財の修理では、二つと無い個性を持った作品を、
歴史や素材など様 な々角度から分析し、最善の方法を追求します。
本会場では、表装を用いた文化財修理の最前線をご覧いただきます。

八
幡
曼
荼
羅
図〈
篝
火
御
影
〉  

旧
表
装
　
鎌
倉
〜
室
町
時
代（
永
享
3
年
・
1
4
3
1
以
前
）

石
清
水
八
幡
宮
蔵  

【
12
／
17
〜
1
／
15
展
示
】

一
の
台
局
辞
世
和
歌
懐
紙  

桃
山
時
代（
16
世
紀
）  

瑞
泉
寺
蔵  

【
1
／
17
〜
2
／
19
展
示
】

伝
牧
谿 

画  

布
袋
図  

中
国
・
南
宋
時
代（
13
世
紀
）  

京
都
国
立
博
物
館
蔵  

【
1
／
31
〜
2
／
12
展
示
】

藤
原
定
家 

筆  

和
歌
詠
草
泊
瀬
山  

鎌
倉
時
代（
13
世
紀
）  

陽
明
文
庫
蔵 

【
通
期
展
示
】

翠
巌
宗
珉 

賛  

小
堀
遠
州
像  

江
戸
時
代（
17
世
紀
）  

京
都
府
蔵（
京
都
文
化
博
物
館
管
理
） 【
通
期
展
示
】

枯木双鷹図  中国・元～明時代（14世紀）
京都府蔵（京都文化博物館管理）

柳下山羊図  中国・清時代（17世紀）
京都府蔵（京都文化博物館管理）

乾道周竺像  部分  江戸時代（19世紀）
京都大学総合博物館蔵

職譜と柳行李
江戸時代（18世紀）  京都大学総合博物館蔵

も
ろ

主
催
＝
京
都
府　

京
都
大
学
総
合
博
物
館　

京
都
文
化
博
物
館

　
　
　
一
般
社
団
法
人 

国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟

後
援
＝
京
都
府
教
育
委
員
会　

京
都
市
教
育
委
員
会

　
　
　

公
益
財
団
法
人 

京
都
古
文
化
保
存
協
会 

協
力
＝
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課

　
　
　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科

　
　
　
　

      

平
成
28
年
度
文
化
庁  

地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業

展
示
企
画
委
員
＝
岩
﨑
奈
緒
子（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
長
）

　
　
　
　
　
　

岡
泰
央（
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
理
事
）

　
　
　
　
　
　

中
野
慎
之（
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
技
師
）

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
浩（
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
連
盟
員
）

　
　
　
　
　
　
　
森
道
彦（
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　
　
　
　
　
山
本
記
子（
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
専
務
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
横
内
裕
人（
京
都
府
立
大
学
准
教
授
）   ※

五
十
音
順

《
装
潢
》シ
ン
ボ
ルマ
ー
ク
＝
一
乗
院
宮
真
敬
法
親
王
賛  

後
水
尾
上
皇
像   

江
戸
時
代  

宝
永
元
年（
1
7
0
4
）  

泉
涌
寺
蔵 

【
1
／
17
〜
2
／
19
展
示
】 

賛
文
よ
り
抜
粋


